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北海道における洋上風力政策のポイント1 1

北海道における洋上風力政策

・ビジネスマッチングイベント参加、道内各地セミナー・マッチング

サプライチェーン構築・人材確保支援

【着床式】松前沖、檜山沖、島牧沖、岩宇・南後志地区沖、石狩市沖

【浮体式】島牧沖、岩宇・南後志地区沖

洋上風力事業の案件形成

・技術系教育機関を対象とした出前授業、バスツアー、補助制度 

・アジア太平洋への供給に向けた製造拠点化

風車メーカー誘致・製造拠点化促進

・風車メーカー誘致促進に向けたセールス強化

【ＮＥＷ】2025～

事業規模は国内最大!!



北海道で洋上風力を進める背景

<日本国内の需要見通し>2 2

○ 日本全体では、2040年に30GW～45GWの導入目標。

○ そのうち、北海道では10GW～15GWと、国内最大、日本全体の導入目標の３分の１を想定。

出典：洋上風力の産業競争力強化に向けた官民協議会洋上風力産業ビジョン（第１次）

このうち１５GWが
浮体式での目標

北海道の再エネポテンシャルは、全国随一

太陽光発電
ポテンシャル 

全国 １ 位

地熱発電
ポテンシャル 

全国 ２ 位

風力発電
ポテンシャル 

全国 １ 位

中小水力発電
ポテンシャル 

全国 １ 位

日本国内におけるエリア別の洋上風力の導入想定

北海道が国内最大の
需要見通し



北海道で洋上風力を進める背景

<日本国内の地域別の洋上風力ポテンシャル>2 3

○ 風況についてみると、北海道が着床式・浮体式双方で国内最大のポテンシャル。

○ EEZも含め北海道のポテンシャルが高い。 ※地図の赤色からピンク部分が好風況

出典：海洋状況表示システム （https://www.msil.go.jp/）を加工して作成

各表は年平均風速
（地上100m）

九州

沿岸から沖合、さら
にEEZにかけて好風
況が広がっている。

沿岸部は比較的風
況が穏やか。沖合と
離島部で好風況。

北海道



北海道で洋上風力を進める背景

<北海道での再エネの需要（利活用）動向>2 4

○ 日本国内の産業用電力需要の見込みでは、北海道エリアの伸びが最大。

○  再エネを利用する次世代半導体工場の新設や、大型AIデータセンターの新増設

によるものであり、北海道は供給拠点の近くに需要拠点の集積が進んでいるのが特徴。

出典：第85回 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 （2025年1月27日）

次世代半導体工場

エリア別の産業用電力需要見込み

ソフトバンク

AIデータセンター

半導体工場やデータセン
ターで、将来ＧＷ規模の再
エネ需要が見込まれる

さくらインターネット

北海道庁としては、再エネ電源の近隣に、
再エネを利活用するGX産業の集積を
戦略的に推進。

九州に比べ40ポイントのプラス



再エネ海域利用法に基づく洋上風力案件形成3 5

松前沖

檜山沖

島牧沖

岩宇・南後志地区沖

石狩市沖

北海道における洋上風力の事業計画

○ ５つの海域で着床式、２つの海域で浮体式の案件形成が進捗。
○ 松前沖と檜山沖は、７月に促進区域に指定。
○ 北海道は国内最大の事業規模。

ポイント

洋上風力の案件形成状況

今後、EEZで浮体式の可能性も

区域 下限値（10MW基数） 上限値（15MW基数）

松前沖 0.25GW（25基） 0.32GW（21基）

檜山沖 0.91GW（91基） 1.14GW（76基）

島牧沖 0.44GW（44基） 0.56GW（37基）

岩宇･南後志地区沖 0.56GW（56基） 0.7GW（47基）

石狩市沖 0.91GW（91基） 1.14GW（76基）

区域 出力規模

島牧沖（浮体式） 未定

岩宇･南後志地区沖（浮体式） 未定

促進区域（2025.7)

有望区域（2023.5)

準備区域（2023.10)

■ 漁業関係者との良好な関係の構築、事業実施検討に向けた丁寧な議論
■ 各海域における議論段階に応じた支援（制度説明や先行地域の事例紹介 等）



法定協議会の運営における北海道の役割4 6

区域 松前沖 檜山沖
岩宇・南後志
地区沖

（浮体：準備区域）

島牧沖
（浮体：準備区域）

石狩市沖

有望区域 2023.5 2023.5 2023.5 2023.5 2023.5

第１回 2023.11 2023.12 2024.7

第２回 2024.3 2024.7 2024.11

第３回 2024.7 2024.11

第４回 2025.3

地元関係者等と協議進行中

＝協議会意見とりまとめ済み

○ 道は、自治体や関係機関等との調整を担う。
○ 利害関係者（自治体・漁協等）の理解促進が重要。地域の皆様を対象とした

 説明会を開催。
○ 漁業が盛んな北海道においては、風車建設による漁業影響を懸念する声も

 聞かれることから、不安・懸念に対しては専門家から意見をいただくほか、
 プラス効果の事例を紹介するなど、地域・漁業との共存共栄を前提に協議。

北海道における再エネ海域利用法に基づく協議会の開催状況

ポイント



法定協議会の運営における北海道の役割4 7

自治体名 漁業協同組合数 漁業経営体数 漁業就業者数

組合 構成比 経営体 構成比 人 構成比

全国 833 ー 65,662 ー 121,389 ー

北海道 ７１ 8.5％ 9,845 14.9％ 19,938 16.4％

秋田県 ４ 0.4％ 476 0.7％ ６３０ 0.5％

千葉県 ２３ 2.7％ 1,347 2.0％ 2,672 2.2％

長崎県 ６２ 7.4％ 4,804 7.3％ 9,208 7.5％

※農林水産省：２０２３漁業センサス（都道府県別漁業経営体数、都道府県別漁業就業者数）、
 北海道水産業・漁村のすがた2025、秋田県2023漁業センサス、千葉県内の水産業協同組合の状況、
 長崎県水産業の概要をもとに道にて作成

【参考】各道県における水産業の状況について（２０２３年時点）



洋上風力の地域合意形成における北海道の役割5 8

地域合意形成における取組

サプライチェーン構築 人材育成・確保 ファイナンス機能強化

○ 道内における洋上風力プロジェクトの着実な推進により、地元企業の参入と関連企業
 の誘致の両面で、幅広い経済効果が期待できる。

○ 地元企業の掘り起こしや参入促進の取組のほか、風車メーカー誘致や関連産業の集積
 を図り、道内経済の活性化を目指す。

○ 将来の洋上風力産業を担う人材育成・確保に向けた取組も重点的に行う。

✓風車メーカー製造拠点の誘致促
進に向けたセールス強化

✓セミナーやマッチングイベントを
通じたサプライチェーンへの地元
企業の参入促進

✓北海道を中心とするアジア太平
洋への供給に向けた製造拠点化

✓大学・高等専門学校、高校では、
洋上風力関連のカリキュラムを
新設し、人材供給を円滑化

✓専門知識や技能、資格取得のた
めの経費への補助

✓工業高校、高等専門学校生対象
の出前授業や見学ツアーを実施

✓ 「企業立地支援制度」「ＧＸ税制優
遇制度」など、企業誘致に向けた
支援の充実

✓ＧＸ分野の国家戦略に指定、規
制緩和を全国に先駆けて提案・
実現

✓再エネ電源の近隣に、再エネを利
活用するＧＸ産業の集積を戦略
的に推進



洋上風力関連人材の育成・確保に向けた取組6

事業イメージ事業の内容

⑴道内企業の参入促進

関係団体等と参入に向けた展開方向の共有や、
参入機会に関する情報発信、企業展示会への
出展、発電事業者等とのマッチングの実施

⑵人材確保支援

建設やメンテナンスに必要な専門知識や技能、
資格を取得するために要する経費への補助

⑶教育機関向け普及啓発

工業高校、高等専門学校等の電気関連学科で、
就職先としての洋上風力発電事業に関する出前   
授業や見学ツアーの実施

⑴ サプライチェーン構築支援

⑵  洋上風力関連人材育成

フォーラム

建設フェーズで
求められる
業態について

経費補助

情報発信とマッチングの実施

関係団体等と道内企業の参入に向けた今後の展望
方針の共有、参入機会に関する情報発信、洋上発電
事業者と道内企業とのマッチングを実施します。

洋上風力発電関連産業人材確保支援事業補助金

洋上風力発電所の建設やメンテナンスに必
要な専門知識や技能、資格を取得するために
必要な経費を補助します。

上 限：50万円を補助
補助率：１／２

⑶ 教育委機関向け普及啓発

技術系教育機関における進路啓発

水産高校、工業高校、高等専門学校等を対象に、
就職先としての洋上風力に関する建設工事・メンテナン
ス等を紹介する出前授業や企業見学バスツアーを開催
します。

9

洋上風力発電サプライチェーン構築・人材確保支援事業

北海道教育委員会と連携しながら、令和５年度より取組開始



洋上風力関連人材の育成・確保に向けた取組6 10

令和５年度 

○オンライン開催：２月５日（月） 14:00～15:30

○参加者
・工業及び水産に関する学科を設置する公立高等学校の
  管理職又は進路指導を担当する教諭等
・上記以外で参加を希望する公立高等学校等の管理職

又は教諭等
・各教育局のキャリアプランニングスーパーバイザー

○内容
・道：北海道における洋上風力を巡る状況と取組等について
・GPI：洋上風力発電の概略と仕事について
・秋田県立男鹿海洋高等学校：

洋上風力発電に関する本校の取組

出前授業

○苫小牧工業高等専門学校：１月18日（木）
13:00～14:30

○参加者
電気電子系 ４年生

○講演内容
・GPI：洋上風力発電の概略と仕事について

（※苫小牧高専OBの社員が講演）
・北拓：風車のメンテナンスの仕事について

教員向け洋上風力発電に係る理解促進セミナー



洋上風力関連人材の育成・確保に向けた取組6 11

バスツアー

○以下の日程で開催
・ ９月４日 （水） 室蘭工業高等学校

  ・ 10月30日（水） 滝川工業高等学校

・ ２月26日（水） 札幌工業高等学校

セミナー・マッチング

○９月４日（水）GOWS-J 2024 参加
※Global Offshore Wind Summit-Japan 2024
（世界洋上風力サミット＠札幌コンベンションセンター）

・ パネル展示：道のGX活動及び道内関連企業紹介

  ・ マッチング開催：発電事業者等と道内企業

石狩湾新港洋上風力発電所の見学（説明者：GPI）

令和６年度 



洋上風力関連人材の育成・確保に向けた取組6 12

令和６年度 

○以下日程で開催 ※マッチングは札幌会場のみ

・ 函館：11月18日（月）14:00～16:00
於 函館商工会議所

・ 旭川：11月22日（金）14:00～16:00
於 旭川市民文化会館

・ 釧路：11月28日（木）14:00～16:00
於 釧路生涯学習センター

・ 札幌：12月20日（金）14:00～16:00
於 かでる２・７

出前授業

○以下日程で開催

・ 北見工業高等学校：11月19日（火）
13:15～14:05

・ 札幌工業高等学校：12月５日（木）
13:30～14:30（全日制）
18:00～19:00（定時制）

○講演内容
・洋上風力発電の概要
・風力発電業界の仕事内容
・今後の洋上風力発電業界の展望など

道内各地セミナー・マッチング

北見工業高校での出前授業（説明者：北海電工）



洋上風力関連人材の育成・確保に向けた取組6 13

令和7年度 

○以下日程で開催 ※マッチングは函館、札幌会場のみ
・ 江差：9月4日（木）13:00～15:00

於 江差町文化会館
・ 函館（洋上風力ビジネスフォーラム）

： 10月25日（土）13:00～16:30
於 函館アリーナ

・ 札幌：11月27日（木）13:00～16:30
於 かでる2.7

バスツアー

○以下日程で開催

・ 小樽未来創造高等学校：11月12日（水）
10:00～15:00

・ 苫小牧工業高等学校：11月17日（月）
10:00～15:00

道内各地セミナー・マッチング



洋上風力関連人材の育成・確保に向けた取組6 14

北海道教育委員会作成「おしごとガイドブック～2024年度版～」
洋上風力発電の技術者を掲載、全道の中高１、２年生に配布



洋上風力関連人材の育成・確保に向けた取組6 15

北海道教育委員会主催「専門高校の力が発揮できる 洋上風力発電理解促進セミナー」
計35名参加（学校関係者21名、関連企業等関係者４名、教育委員会関係者等10名）



洋上風力関連人材の育成・確保に向けた取組6 16

北海道教育委員会主催「探求的な学びにも活用できる 洋上風力発電理解促進セミナー」
計43名参加（学校関係者31名、関連企業等関係者４名、教育委員会関係者等8名）



洋上風力関連人材の育成・確保に向けた取組6 17

国立高等専門学校機構「COMPASS5.0 再生可能エネルギー（風力）分野」
函館・八戸・秋田３高専の連携プロジェクトに、道風力担当課長が外部評価委員として参画



洋上風力発電事業の推進

洋上風力を北海道の産業・地域振興につなげるために7

洋上風力を北海道の産業・地域振興につなげるために
To Connect Offshore Wind Power to the Industrial and Regional Development of Hokkaido

【国】

○ 制度設計・規制整備
○ 基地港湾の指定・整備
○ 安定した公募・選定手続き
○ 再エネ導入計画・目標策定

環境と経済が好循環する「ゼロカーボン北海道」の推進

【北海道】

○ 関係者との調整、合意形成
○ サプライチェーン構築
○ 人材育成・確保
○ 企業参入・投資促進
○ 風車メーカーの誘致促進

【市町村】

○ 主体的な取組推進
○ 地域住民等への理解促進
○ 地域振興策の検討・実施
○ 地域産業との連携

【民間事業者】

○ 事業計画立案・資金調達
○ 建設・運営マネジメント
○ 電力供給(販売）
○ 官民連携による地域創生

18



洋上風力を北海道の産業・地域振興につなげるために（道の役割）7

発電事業者との協働による地域振興

サプライチェーン構築ファイナンス機能の強化

・資金調達環境の整備

・漁業生産の維持・拡大
・地域産業振興や住民生活向上
・電気の地産地消 など

・風車メーカー誘致
・道内企業の参入
・港湾利用の拡大
・人材育成拠点の立地

など

住民理解促進

協議会運営

企業の参入支援

人材育成支援

関係者との連携

再エネを活用する
産業の集積

・次世代半導体産業
・データセンター

・地域金融機関や
地元関係者の
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ参加

・道内への
製造拠点の
新規立地

・地域への
 人材定着

幅広い企業・団体
との連携の下推進

漁業者

メ－カー

地域
金融機関

メガ
バンク

地域の
商工業者

発電
事業者

O＆M
事業者政府系

金融機関

道内企業

経済・産業
団体

・北海道・札幌
「GX金融・資産運用特区」

・投資環境の整備

・市場としての魅力向上
など

【ＮＥＷ】
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洋上風力に関するネットワークの設置8
○ 道内企業のサプライチェーン参入を促進するため、産学官からなる連携体

「HOKKAIDO洋上風力産業推進ネットワーク」を設置。道内企業などは会員として参画可能。

○ 本ネットワークでは、国や支援機関の取組などの情報提供や道内事業者のマッチングの促進など、

道などが実施する各種支援策との連携促進を図ることで、サプライチェーン構築を目指す。

○行政や支援機関等が実施する取組や事業環境の向上に向けた情報提供・情報共有。

○道内事業者の参入意欲の喚起、マッチングの促進など、行政や支援機関等が実施する

 各種支援策及びGX産業の集積に向けた立地促進施策との連携促進。

事 業 内 容

会 員

○洋上風力関連産業への参入意欲のある道内企業・団体等

○洋上風力関連産業の集積促進にご協力いただける行政、金融、団体等の支援機関等

※ 会員として参加しても再エネ海域利用法に基づく法定協議会や入札評価に関係しません

○ 入会は無料です。
○ メールマガジンなどで国や支援機関等の実施取組に
 関する情報が入手できます。
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洋上風力に関するネットワークの設置8 21

①北海道電子申請サービスによる申込

→右記の二次元コードよりお申し込みください。

②Ｅメールによる申込
→ 道ＧＸ推進課ホームページ（下記ＵＲＬ）より入会申込書を
ダウンロードし、必要事項を記入の上、
次のメールアドレスへご送付ください。

     https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/gxs/238408.html
    ＜メール送付先＞
北海道経済部ＧＸ推進局ＧＸ推進課風力係
gx.suishin@pref.hokkaido.lg.jp

申込方法

ＨＯＫＫＡＩＤＯ洋上風力産業推進ネットワーク 会員募集中



ご静聴ありがとうございました。
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